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1 はじめに

1.1 背景

現在， 日本には27万6 千人もの聴覚障害者がおリ， 手
話は聴覚障害者たちにとって重要なコミュニケ ーション手
段である手話は聴覚障害者同土でのコミュニケ ーション
はもちろん， 健聴者と聴覚障害者間での意思疎通において
も非常に有用であるが， 手話を使うことのできる人は約4
万3千人[1]と言われておリ， 聴覚障害者の人数の 1/7に
も満たないという現状がある[1]. そのため手話を認識し，
翻訳や学習に利用するシステムの研究が盛んに行われてい
る ． しかしそれらの研究の多くは， 大塁のセンサーを取リ
付けることで身体的負担が大きい， 一部の手話のみしか扱
えないなどの問題がある ．

1.2 目的

本研究では， 一連の動きのある手話を認識するシステム
の開発を目的とする ． 複数の手話単語を組み合わせて表現
されたものを認識し， 使用者に何もデバイスを若けないこ
とで身体的負担を軽減することを目指す．

2 既存研究

2.1 手袋型手指認識デバイス

Thomas Pryorらは， 手袋型の手話認識デバイスを開発
している[2]. 手袋に取リ付けられた様々なセンサーや制御
機器で指の向きや関節の角度を認識できるが， 使用者が毎
回手袋型の装四をつけるため身体的負担が大きいという問
題がある．

2.2 Leap·Motionと機械学習を用いた指文字認識に関
する研究

佐藤らは， 片手を静止し指の曲げ伸ばしで表す指文字の
みをLeap Motion[3]と呼ばれる手指認識装置を用いて認
識させる研究を行った [4]. Leap Motionで読み取れる各
関節の角度や， 手のひらの法線ベクトル， 各指の距離など
の44個の特徴量を機械学習させ， 学習結果をもとに評価
した結果， 静止させた指文字の正答率は97.62%となった．
静止させた指文字を1つずつしか認識できないため， 実際
に用いられる複数の単語を組み合わせた動きのある手話を
認識できないという問題がある．
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図1: システム評価部概要図
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囮2: 扱った5つの手話

3 システムの概要

本研究のシステム概要を圏1に示す． ユー ザーがLeap
Motionの前で手話を行うことで， 手のひらの向きや， 指
の関節の角度などの特徴パラメタを読み取リ， 予め作成し
た学習データから何の手話であったかをSupport Vector 
Machine(以下SVM)を用いて評価する複数の手話単語
を連続で入力した場合は， 手のひらの加速度や各指の曲げ
伸ばしの変化から各単語の開始点を検出することで， 各単
語ごとの評価データを作成して認識する ． 本研究では， 図

2に示す5つの手話を扱った］り」の指文字のようにLeap
Motionに向かって指を向ける動作は，LeapMotionが手指
を見失いやすく読み取リが困難なため， 扱う手話から除外
した．

4 評価

4.1 学習デー タの作成

認識を行う前に5つの手話単語の学習デー タを作成し
た. LeapMotionで読み取れる情報のうち， 次のものを用
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